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· 津金澤聡廣

「広告浄化問題について　－『広告論叢』と『広告年鑑』を中心に」

「高木貞衛研究」

· 土屋礼子

①「広告研究と新聞社」
　　　　　新聞関係者がどのように広告研究にかかわったのかを中心に。
②「萬年社とアカデミズムにおける初期広告研究」
　　　　　在野における広告研究と大学における広告研究の橋渡し役としての中川静を中心に。

③「創業者・高木貞衞氏と大阪の広告業界」
　　　　　　山本先生の研究を踏まえた概説を検討。

■　　　難波功士

「交通と広告：戦前の関西圏を題材に」
· 田島奈都子

「大学及び高等商業学校における広告研究会の存在と活動について」

「広告研究雑誌の研究」

『広告論叢』を含め、広告関係の定期性を持った雑誌＝「広告研究雑誌」がいつからどのように発行され、その特徴がどのようなものであったかを知る
· 井上祐子

①「萬年社スタッフたちの広告論　小川隆夫・出口郁郎・岩橋重道」
　小川隆夫は（先日の土屋先生のお話にもあったように）中川静に次ぐ重要なキーパーソンだと思われるが、その他に、初期には出口郁郎、岩橋重道の二人もおさえておくべきではないかと考える。３人をうまくからめていくか、一人づつ論じるかいずれになるかはわからないが、とりあえず３人の論考を整理した比較検討を考える。
②「広告媒体としての新聞の問題点とその解決策」
　小川隆夫研究ともからむが、新聞について萬年社が問題視していた点とそれに対して萬年社が提唱していた改善策・解決策を検証していくような研究を考える。
· 石田あゆう
第一案　・広告論叢にみる昭和初期の女性消費者への意識
・・・広告論叢にはそうした論文はあまりないようですが、
　　化粧品広告に関するものと関連づけて論じられればと思います。
第二案　・雑誌出版からみた広告研究
・・・野間清治や石川武美らが寄稿しているようですので、そうした
　　論文の位置づけについて研究してみようかと思います。
■加島　卓
「初期広告代理業における広告制作者の居場所：〈作ること〉と〈書くこと〉」
表象へのご関心のあるメンバーとの対比も鑑み、記述することを検討するようなかたちで。

■村瀬 敬子
案１「関西における電気広告」（ネオンサインや電気看板など）

萬年社扱はないが関西に早くから多数あった電気広告についての研究を考えている。

案２「「文化生活」と新聞広告」（広告と生活の「科学化」の検討）
■熊倉 一紗

「里見宗次の商業美術観について」
24輯と29輯にあった里見宗次の書いた記事を中心に。
■竹内　幸絵

「意匠奨励広告実施にみる初期萬年社のデザインクリエイティブについて」
明治37年（1904年）大阪朝日新聞社に委嘱され萬年社が一手扱いで開始した「意匠奨励広告」の実際を探る。京都高等工芸学校図案科設立（明治35年）など周辺の意匠（＝広告デザイン）への意識変化ともあわせて検討し、本企画の意義を検討する。
-----------------------------------------------------------

ご報告済

■井上　祐子

「初期『広告年鑑』にみる万年社の事業活動の意義--『広告論叢』研究の手がかりに」

■津金澤 聡廣 『広告論叢』第七集（1927年）より

「霜鳥正三郎（京都高等工芸学校教授）論文『広告美術の考察』を中心に」　

■竹内 幸絵 『広告論叢』第二十九集（1940年）

「萬年社創業五十周年記念号の編集にみる戦前期の萬年社」
以上

